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1 WID/ジェンダヽーに関する概要と政府の取り糾み

I --I 概淡

近年、絶対的n囚料の割合は次第に減少しているものの (1973年から 1988年にかけ、郡'rli部で81.4%から

44.0%、農村祁で82.9%から48.0%に減少）、パングラ・アシュでは依然、人nの半数がn困ライン以下の1U1i

を余儀なくされている。過去、 20年問、経済社会開発の成果は思うようにJ-.がっておらず、 1991年の・・人当

たりGNPli220USドルにすぎない (ESCAP, 1995)。教脊、保健医燎等の社会インフラの整情は社々として

進んでいないのが現状である。大部分の人々は没足に面露をしのげるit居に住んでおらず、トイレを使Illし

ているのは農It部ではl0%にすぎない。

llJJ:(1)81,lliよ標1.li5007イ-→卜以下のベンガル川デルクでおおわれており、ベンガル川支流の河川が無数に

日内を走っている。幾紅な水は農漁業にとって欠かせない貢源であり、また河）II交通は国内翰送の要である。

しかし、一方でモンスーンの時期には、河川は洪水を引き起こし、人命や農作物に甚大な被店を及ばしてき

た。農業に依存する人rJの8割以上の人々の生活はコントロールしがたいfl然の杓威に常にさらされている。

パングラデシュは世界で 9番＂に人口が多く最も人口密度の為い国の一つであるが (980人ikm2)、女性100

人に対し男性106人と男1生人口が女性ALIを.t.回る数少ない国の一つである (ESCAP, 1995)。男性より女

性に多い栄養1浪や高い妊産掃死亡＇ドがその原因であろうと推渕されている。また、人 nに占める男性Jt玲：

は農It部 (103/女性100人）より都市部 (123/女性100人）で高くなっているが、これは多くの男性が都市

部への移住労約をおこなっているためであると考えられる。このことを反映して農村部では、拗き盛りであ

る20--34歳の年齢Mでは女性数が男性数を上国っている。

女性の教粁レベル、健康状態とも依然、バングラデシュは世界の最低レベルにある。女性は家庭内での役割

を期待されるために教育の重要性が認識されることは少ない。また女性の多くは適切な出産・分娩時のサー

ピスを受けられないなかで、栄養;.r;良状態にありながらi:lli'l"を繰り返しており、その健康状態は恒常的に危

険にさらされている。

イスラム教の影智のために公的な楊で沿趾することは非常に限られていたバングラデシュにおいても、経済

的必要性から家の外での経済活動に従事する女性が増えている。グラミン銀行に代表されるように、近年、

政府横関やNGOから小規模融資の提供を受けて、 200万人近くの農村女性が収入科]Iiiをはかっているほか、

都市部では製造業に携わる女性が増えている。今H、とりわけ土地なし附を中心とする貧困家庭においては

女性の所得が家計に果たす役割は無視できないものになりつつある。

1 -2 文化・社会的背景

OO民の9割近くがイスラム教徒であり、家族の絆を重要視するイスラムの考えが家族・結婚形態に強い影響

を及ぼしている。イスラム法によれば結婚は社会的義務であるとされており、女性に求められる役割は家庭

で子供を生み育てるという点である。したがって女性は思春期以降になると結婚しているか否かが旗要な社

会的判断基平になり、 20歳までに多くの女性は結婚する。女性は夫、父、兄弟あるいは男性の親戚の権威と

保護のもとで生活するものとされ、息子を生むことが成要視される。離婚に際しては女性は 3カJl間の生活

Rが与えられるだけで財荏分与の権利は与えられていない。移動のH由への制限等、女!tの社会参加には様々

な印1約が存在する。



加．が'I沿を支え女性はl't設され社会から身を隠すことがパングラデシュの男女を!Itする社会規屁であるた

め、 1¥金労働を始めとする社会でのifi動に女竹が参加することに対する杓害は大さい。仕事を持つ女代は外

にHIて船かざるを得ない女t4:と見なされるため、社会的に低い立楊と名えられることも多い。

1 --3 WID/ジェンダと—分野における政府の取り糾み

♦ WID/ジェンダ・ー政策

麟は男女平等を保悼じ（おり、公務Hには15%の女性クオータが割当てられているなど女11の騒Ill肱大を

進める施策が採られているが、現実にはあまり効果を上げていない。結婚、離婚、養行権、相桟等について

現実の1話を作しているのはイスラムの教えに基づく慣習怯であり、女竹の権利は男性に比べて大きく制限

されている。娘を持つ家庭にとって経済的に大きなi,担となっているダウ •J- (妻からの持参金）は法律で

はt,tじられているが罰則規定等はほとんど履行されていないのが現実である。

1990年以前には国家開発計面のなかに設けられていた女竹対象政策は、女性のみを対象にした収入創HIや技

術邸l棟に限られていた。しかし、第4次国家開発 5カ年計国 (1990--95)では初めて、女性と男性との格差

の解泊や社会経済開発のメインストリームヘの女性の参加促進1こ焦点が当てられており、女性政策に 1亨が

糾かれているほか、各セクタ←ーの政策のなかにも女性に関する記述が盛り込まれている。このなかでは、保

健、教行等の社会サービスヘのアクセスを改善し、雇用、農業、環境・資源管理、工業、行政等の諸分野に

おける女性の参固を推進することが表明されている。

♦ナショナル・マシーナリー

名称

哀貝数

'f;li: 
達成ll標

女性問題省 (Ministryof Women's Affairs) 

事務局25名女性問題局534名
事務局95.SガTaka(約230万usドル）女性問題局149.8万Taka(約370ガusドル） (1991年）

1)教育、保健、家族計画、農業、工業、商棄、環境・資源管理への女性の参画

・公務貝の女仕比率： 6%からIS%へ増大

・女性の識字率： IS%から30%へ改菩

・女性の栄養摂取量増大および医療サービスヘのアクセス拡大

2)貧困ライン以下で生活している女性・女児の生活向上

3)女性への殿業技術（特に非伝綬的分野における）の提供

4)女性への融資拡大

5)託児所等、勤労女性への支援サーピスの拉大

6)女性への暴力に関する対応策および女性に対する法的保護の提供

7)ジェンダーに関する国民の意識の向上

女性問題省 (Minis町 ofWomen's Affairs)は1978年に設立され、 WJD/ジェンダー関連政策の策定および諸

活動の調整をおこなっている。省の政策実施に中心的役割を果たしているのは、女性問題局 (Departmentof 

Women's Affairs)で、 64の郎と460の村に配置されている戯員が省の活動の計画・実施にあたるほか、他省

庁やNGOの活動との調整もおこなっている。さらにパングラデシュにはWID/ジェンダー関連の準政府機関

であるJatiyoMahila Sangstha (殿員数56名）が設置されており、省の活動を補佐し、尊業調棟、融資プnグ

ラム、識字教室、縫製工場達営、託児所運営等を実施している。
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♦他省 Ji' によるWJD/ ジェンダー関述の i: 要取り雑み!JUil
, - -- - --'--

・2010年までに以rのrH;を達成

WHA.t I省

I 

枚ff省

合計1}釦111知： 2.1 
迎I(代・及；j1 : 72.4¥l. 

HffWEl'.A!: 350 OHli'l:IOhl 

孔児IE亡j1: 25 (1/11¥'tlOOO) 

人rl増加'f!:J.33

・就学•f11oJ L~ll 的とする女rへの奨学金女給

• 各床庭の女(・I名1:).Jする授烹tiの免栓

·H洛外の•I•?に通う女子に対してグレード10までの投哀Hを免9な
• 各サプ・ディストリクト (To,nal に女 f-•I噂教(i校を 1 校を設閻

・女t1教IIを仝教Jlの50名に培JI

ntml梵1令[,,Jtlt合省

・--

l'f:Ui 

-n11女竹組合の振膊
・ffclll;:_ft組合を通じた家族計固推進
. . .. 

・女竹起哀家のff成文1交
. -----・・----

女ヤtill]阻省は32の省1『に¥¥1Dフォーカル・ボイントを散さ,¥¥1D/ジェンダー1月；i政染推逆にあたっての省

mllの湛I柏や協})をおこなおうとしているが、現在のところ、 11:,i:った話動はおこなわれていない。
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2 主要·セクタし—•におけるWID/ジェンダ-・.イシュー

2 --l 教脊

～・▼ ―-- - -- - ------―----・------------← •-—~- -

1)女（・の就炉状況暉界でt最低のレペルであり、通学しているのU統学年齢の女子の3人に 1人

にすぎない

2)妍の成人謀'.f咋は24.2%と低く、男性に比べて20ボイン｝以上の開きがある

3)女イ・It粘婚とともに家を出てしまうために女：fの教行に対する観や社会の態度が非常に消忙的で

あることに加えて、 tt困ゃ家111・1成の負担のために女子は就学をあきらめざるを得ない

4) .. 定の枚ftレペルが入学要ft・となるため｀多くの女代は懃業調紺f校でIfぶことができない

●概況

バングラデシュの教nシステムは初等教ff(5年）巾等教行 (7年）に 2ないし 5年間の心冷教行が紐く。

初怜教11の5り・間が義務教ffである。沿）く20年間で教rtの舒及はかなり進んだものの、近隣晶[i)に比較する

と各レペルにおける就学+は依然低く、 M等教介レペルで79% 、 •I噂教rt レペルで,n、沿渭教ff レベルで

3%である (lllc界 J・!Jtt'l,り1997,ESCAP. 1995)。7割強のf供が初等教行に就学するものの、規¥Ill的に通学

しているいとの割合はリj女ともに少なく、 1981年のl'-1勢調介の結果によると 5-9オ児の23%、I0-14オ児の

33%のみである。粘果として男女ともにii頃坪が秘くなっており、初等教ffに入牛した'Hしのうち 51f-f:IJの

謀I','をwrするのはリjT-42¼、女・ーf-45'kにすぎない0 I[• 退のほとんどは I'がI'-から 3サ刈・に進むf.llに起こっ

ている。 iた、教-ffレペルの地域1行渋も大きく、男性の成人議字t,ではクルナ州の50.5%からジャマルプー

ル州の25.4'k、女n.の成人議字がではパリサル州の3l.l免からパンダルパン州の5.6%とかなりの開きが{(((

する。就lj:レベルを低く抑えているIf!.、[J.jには、 itlll、教-aへの泊柘的態度、安仝Iーの1問題令の北点が指摘さ

れている。

♦ M. ,i,. 閲よ、令教11

忠iLでは男女は怜｝に教Hを受けるべきであることがl~J記されているが、')宝各にはリ）女の教1f横会には大き

な格ふが(Ht:する。初笠教ff稔就学枠は女子71.0%、男{-83.0'7,であり、初吟教ffレペルで以に男女閥格差

は大きい。 M等教ffからの中退粗よ女子の）jがリ］・・{-より約 4ポイント少なく女'{・の教村への熱店が男子に劣

らないものであることをうかがわせるが、 •I澤教ff では女・・(·の枕学＊は12.0%(男—J-25.0%) と激減し、高

等教11の女子就学玲くは1.3%(男・f-5.9%)にまで低下する (ESCAP,1995)。女子の教行様会を妨げている要

因は、 I)帖婚と[,¥)的に家を出てしまうことに起囚する女―fの教f,に対する家族と社会のii'f極的態度、 2)

教行にかかる糸rn、3)岱,,. ff児の負m等であり，これらに知L泊からかけ糀れたカリキュラム、女性教

Hの少なさ、教nの能）Jの低さ、トイレ芥の街,i,設偏の+I・分さなどが加わっている。

教ft械会の人きな男女梵を反映し、成人議'.j-芍はリ）ti45.5'7cに対し女竹24.2'7c (1991イト）と枇界の最低レペ

ルの数'f'Iことどまっている (ESCAP, 1995)。女牡の成人議'.j-平は1961年と比較すると 16.4ボイントの伸び

を示しているが、 f.,J的期に'))情の成人；武＇紅,, は21.3ボイント伸びており、男女r::J格差が縮まっているわけで

はない。また、男女ふに加えて、教ff棧会の地域格l.,も女｛牛の教11レペルに大きな影行を 'iえている。女竹

の成人；没す呼 Ii勘Ii部52.5¼に対してmt部20.0o/cI: 32.5ポイントものみがあり、とりわけ牒!mlの女牡が教

-{/を受ける慌会を奪われていることを物晶っている。
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♦ fJ.ll 
教llに，＼める女Hの比・がは、 M冷教ft20.W}、"噂・教fl1 u,,、t露'¥文f/12.6'7,と仝レペルを通じてJI:常に(ll

い (ESCAP, 1995) o政政では教HのSO'kを女n:こすることとなっているが、教Ii'ltli'rを取るための淡11が

多くの女nに i.l,\ばすぎること、政Ii として,~いr1料を通勤したり衣から雄れてILむことに対して衣!XやH会

からの!JUiiがあることなどの珀Iiにより逹成1よ困難である。女（枚H数の少なさは女rにとってH来の役割

モデルが{ifrしないこと 1こつながっており、女（・の就''i=が仲び悩む IIJになっている。

♦ ノン，ソォ—ーマル Jic1,

初q,''.;・教 1iを受けられずに成人したものやq,退したものを対象に政1/fやNGOがノン・フォヽーマル教打を提供

しているが、その·x柚状況を II] らかにするテ’—ータ IJ.{{ イ,: しない。識'f"f'(!)(,,]J-.'. か1: . 定の1成l辺を.l:げている

と,,ff,lliされているが、取り糾み地J,xや対象行は阪られているのが）；!t'iである。

♦駁襄刈棟・技街故 -r;

フォーマルな戟染訓II未・技術教fi'は教Tiれや労働行によって'),始されているが、 8年1:1](1)教if.',児行を修fし

ていることが人学の変It になっており、多くの女代には人学が困難である。 H会福札省やm11m発 ·tM•l 糸1l

合省令が実施しているノン・フォーマルの池間はほとんどは'JJl'tに向けられIふ)ii棟であるが、ブオ←・ーマルの

叫もに比較すると姐'tにも l"JP が l¼lかれている。しかし、女ttの多くがfJIII{! を受ける手］．．芸分野は,Ii楊が確

立しておらず、 ＇J話のl••JJ-.1シつながる調的を提!Jt しているか虹r:り視するかもある。

指ド

表l .i度教'(fl堕
仝ft- 代9

9『u'q t
 

ー女

成人点・;:+

切笥教fi総就'f:'f'
- - - - - -

<Iバ令教(i稔枕'f:'t'
,c:j'.•; 教{i稔礼学r
致~I―rnーに占める教{iの割合 1994年（％）

-
5
0
,．
0
i
o
 

"「
7
9
-
n
-
3

5

0
ー

0

“「
83-
ハ

11¥J典： ESCAP, 1995、Bangl,dcsh.Goヽ<rnmcetof, I 995 

｝む 2 各レペルにおける中退和および教!lll)男女Jじj-(

教ffレペル ,,, 炉"~枚t"r"久"·~'' 女I- !/)I-

初衿教fl 54 9\¼58.3\¼ 
,, 渭1教fi 65.8沃 57.6'k

凡・さ教h N.A. N.A. 

id Iり次における女[学,,,比・f;(%) 
'1鳴. I女―（北,i;
I -

1989-90 

1990-91 

1991-92 

1992-93 

I 993-94 

23.6 

28.6 

30.4 

25.6 

31.4 

出典： ESCAP, 1995 出典： Alter M, 1997 

1<4 

介SJ文 卜女＿―(籾・が教'If男―r-
1985 40.2匁 ,9.8咲

1991 4S O'K 55 0梵

各レベルにおける就サ北の男女lt't'.

,, 済牧ll Iぼ'"□"'; "山""'：；； ' Vi 
女・r リJi・女r- •;JJ· 

3l.6'k 684'k 227¥l 813¥l 

33.8'k 66 2',f 29.4タ ?63':i 

出~: ESCAP, 1995. 
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39.7"' 

1991 
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24.N 
45.5使

48.l'J 

34.l'k 

58.0'k 

62.3'i! 
52.S'i! 
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15.J'k 
22.&'k 34.6ク 35.4¥! 
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20.0'k 

42. l'k 

出典： liSCAP. 1995 
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2 --2 保健灰燎

1) H-≪: 糾死亡和i850UJlll'Uo万）とアジアでも最悪レペルであり、その原1りは栄投釘＇tや沿労に

加えて冷切なlXWサ-—ピスが受けられないことにある

2)家庭内でのれ1rやIi'.健ケアがリJ児にfii先的に'i-えられるため、女児の栄戎が良児It租i'J)児を 9

ボイントも 1-.{,jjっている

3)栄1訊:flやHも反 ・II¥{(時のttL!tぷ安のために、女社の出,1;児平均余命がリ）t1. をド fr'•l る数少ないliJ

の・-・つとなっている

4)合m 絃柑11'1・］が1よ過1<20年r:りに？から 4に低下したが、政l(.fll捻 (21)を逹成するためには、女

代の教1fレベルの向I:やH会紆済状態の改怜が必要である

♦棋況
保健［り淑サーピスは郡レペルの病杭とHi'各レペルのヘルス・ボストを通じて提供されているが、これまでは

治根 1こ屯点がinかれる傾向が強く、 -HM公学にはあまり注も：がl••l けられてこなかった。また、 It しヽ 1川、都 iii

祁のニーズヘの対応が巾心であったが、近年、 l:Hf;'.~における取り雑みにようやく !tiIが‘りてられるように

なっている。

人材を含む楳枕サービスの許及についてはかなりの進/J{がみられるものの｀依然、パングラデシュの罹患中、

死亡がはとも 1こ為い。紋病の大部分は赤!ii, ド !/•J 、マうリア、 (i [1咳といった惑免症であり、とりわけr痢
は5オ4ミ満児夕肛どの最人の原囚である。また、近年、マラリアが1り流iiしており、何らかの対策が必災とな

りつつある。しかしながら、位延する栄f,イ;n と定期的に l•I を焚う！］然災内のため、これらの間灼への取り

mみは期待されたタカ呆をあげていないのが実状であるc

m村•;,i の他Hi を布しているのは、飢所得、栄投イ;.,分な ft'I・話、劣忠な it品衛'L状態'.~の諸、れである。全/It
{i1の76'7'1JI・ 分なカロ')一摂取ができていない。トイレを使Illしているのは；；HJIII: 恰の10'/4・以ドであり、と

りわけ設け部の怜jl肛叫1よ劣．悲である。

♦ fJ {保徒

mr. 婦死しの飢減はパングラデシュの保健I勾姐ことって最人の謀切である。 1,i年、 23,000人の女性が妊娠ti¥
発にともなうトラプルから命を沿とすと推計されており、 ~Hi'.婦タヒ亡和は850(l•/111'1: 10/j) とアジアでも

最悪レベルの fiiである。死亡原因 li/1\~ll多情、中絶、 f-1\j 、敗血症、破協径しなどであり、','-期に適切な ifi税
を受けることができれば助かるケースが多い。このように ~Hl'.婦死亡が多いkt人の原11.Jは適切な衛'i'.t公税環

境での分娩が困難なことであり、 r.r;れや石設婦吝、訓練を受けた 1反叙従 •J(者が付きそう分娩は5'k に満たな

い。

聞邸；・Juグラムの将及により、 'it児死亡和は1975年の150(対11111:tOOO)から 1992年には88(1,,1) に改

倍されている。 1993年の調介によれば、 mt部の68'k、都iii祁の79%の―f供が31柘lと合とボリオの予防接種

を受けている。孔児死亡は祈,,,児期に起こる割合が紋も為く、破街風、肺炎、 /11「酸ぷ乱、木熱児ttがtな原

1月と衿えられている。約,,児の'j'o数が低｛や「［児であり、高い乳児死亡＇杯を引き起こす— ·Iりとなっている。 1t

児死亡；J, は都,tiより腹H部で高い。

妊餃婦と乳幼児のfよ↓RI: 大さな影府を 'j-えているのが栄代,i;nである0'it幼児の采投ぷflはアジア地妓でも

餃芯のレベルであり、 6伐ね：均児の68.3'kは中1文あるいは屯度の栄投,1;1'lである。栄佼:-FfuHt!り、仏社的
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な米於I![取）ii/;、fttせ摂取J,1;(1),F足、栄戊関連のIt会サ..ピスヘのアクセ;.,.,F),ぶ采於教行の,i;紀芍が「小連

しあって起こっている。また｀孔幼児の栄於4浪児Jt'f¥は男児5%にlJして女児14%1:IEffl的に女児に多く起

こ，.)ており (AllefAli, 1997)、ft'Fの閑に男児に侵先的1:ft')! が'j-えられることを物語っている。栄於,j,

I・しに加えてH版・ II沿雑．校(!)n々 なトラプルにより女n.の健山がHかされるために、パングラデシュIi女tl(!)

11¥11頂ド平均余命 (55.%':.)が9Jt1(568伐）をf[n]る数少ない[ljtJ)→・つとなっている (ESCAP. 1995)。女

t'Eは、夜り］けから i Wれまで休．且をとる問もなく f,11(1)/11.tJ:、新集めや水くみ、衿稼洗櫂笠をこなし杜け、

多少の扱れや約をおして使きtだけるために手の施しようがなくなるまでfolの処訳もしないケヽ→スが多い。

●家杖 ~II吋
1970年代までパングラ・アシュの出牛中は高い数伯をIi'.っていたが、枡Ill'!:玲¥111975年の43から 1991年には33

と、この20年(!)r,¥Jにかなり減少してきている。 fol的に合計特殊出生’がも 1975年には約 7であったのが、 1988

年には 5, 1990年代にはいると 41こ減少した。 lll'l:Wの低Tlよ、 28.000名の家杖~t袖i/t-及 H を動H した家族

計袖iプログラムによって避好具がit・及し、望ましい家族数1こ対する考えが変化したこと (1969年の4.3人か

ら1989年の3.2人へ）に起囚している。このような行動変容は、貧貨、年齢、都rti農Hに関係なくあらゆる

界で9紅認されており、社会粍済状態に!Hi.った改許がみられないなかで達成されていることはitlllこ｛直する。

しかし、政J/1[1様の2.1にまでlll!J卦；を低ト・させるためには、女性の低桟字半、 H会経済1月兌の社れ、科い

孔児死亡j-¥などがfl)おとなっており、｛供を労悦））として捉える親の態度が尖わることが必焚である。

避ff実行'f¥は1975年の7.7呪から 1991年には39.9%に増加した。コンドームや殺精子剤といった効果がj,1期的

な―-Jill;からIUD、ノ・ープラント、料r手術といったより長期的な｝琺まで、様々な避妊具・避mtへのアク

セスがof能であり、政府、 NGO、民間伐関を通じて入fすることができる。避妊実{i者のl数以L/52.1%}

は近代的}ji};を利Illしており、ビルの利Jll'!-,が硲い。また女竹のィ達［手術も増加しており、 9.l'lcの女竹が利

Illしている。

人rr 1995年（人） 120,400,000 低出生体籟児の割合 1990-94年 ('K) 50 

/..1 1培IJiJ・が 19&1 -91 ('k) 2.17 紙休載栄養1浪児 (•1唖I支）の割合（％） 67 

15政よ滴人fl割合（％） 45 1歳児予防接It¥1992-95年（％）

15-59歳の女竹の割合（％） 50 帖核 94 

面,jjj平均余命（女性）
一・

55.9 ボリオ 69 

（男11) 56.8 三種混合 69 

利H¥'I年 1995年（対人IIIOOO人） 3S はしか 79 
-・・・・ 

棟死亡'fl1995年 (N人CllOOO人） II 11産婦死亡半 1990年 V、!Ill生IOli) 850 

乳児死亡'f!1995年（対出生1000) 8~ 合計特殊出生半 1995年 4.1 

5錢末濤児死亡,.,1995年（対出生l000) 115 選妊実1i$1990-96年（％） 40 

J< 1 ci: 要保忙指標

出典： ESCAP, 1995、世界1供白合1997

1/i紋：

竺
388 -

表2 麟サーピスの許及 (1978-1991年）

ヘルt竺スト h詞＼堕晶' ' 医者 行設騒 1助産婦
女性

保健許及ft

1978 
1991 

出典： ESCAP, 1995 

16,853] 2,685 7,035, 

21,1111 7.2421 21,004 

肉II医
20.0 

P.3 朕根従巾者に占める女付の割合（％）

和 fM I !Xlf/: 袖助HI 反Ii')師 I X稼技師 I叩 H支i:1:I 検査技師

87.0 3.0 0.6 0.4 3.4 10.4 
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II: 訊↓ ： Ah<f Ali, 1997 

出典： F-~C'AP. 1995 

);;5 栄笠摂取における男女間11¥J.i

Ill あたり力 u•J·—摂取坑 (1981 年）

I flあたり保1'111PI取梵 (1981年）

栄佼杓潤lt'f(1985年）

HI/I;: Altcf Ali, 1997 

!<6 bf≪, 婦クaどの内ボ
．． 

死亡原＂ 「戸
1111飢多梵

n, 「II
小絶

妓fij風

異常分挽

出典； Altcf Ali, 1997 

45.1 

27.5 

15.8 

0.9 

0.9 

1<.1 N.~1J -1ml'地泊m児死亡）r P-111¥'UOOO) 

11',Ji) 万玉「「m店r.面地n 
戸 f 仝f木 113 95 

男児

女児 105 &1 

1991 令if 92 69 

リ｝児 95 72 
女児 90 65 

表8 分娩時の介設サービス

介設名

rぺ名
｛設婦

家族

介＆なし

全w
• 一

出典： ESCAP, 1995 出典：区CAP,1995 
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2 -3 れ林水荏梨

I)~ 来労的れに占める女竹の割合は51%とリ）性をJ:111]っている

Z)女竹はR業,u祖ご話発に参加しているが、農菜生釈に従事する女代の7蒻はu金を支払われない鮪

絵家族杖業打である

3)小規校農家になるほど女社の農梨参/Joが沿全である

4) lJ)l'I: の移H労任りが培加するにつれ、農栗、漁業に女t1.が果たす役胡が増している

♦榎況

r, 林水,r.光はGDPの36%(1992/93年）を占めており、パングラデシュの紆済を支える妓釈淡セクターである。

労働人11の66.4¥1:が農林水忙業に紛JIしており、氏品加[令の小規校社菜を含め、人IIの大部分が訊紐．

榮1こf(iって'I話している。耕作地のうち80%近くは水Illであるが、 I:要換金fl物はジューートと紅茶である。

,uu,1. については近年、かなりの改．柑がみられつつあるものの、依然として反収は逹成,,r能レペルをかなり

flu]っている。 1戌蒻dill一部のものに（扁っており人11の9免が40%のI:地を所打している状況にある。粘

果としてmu、llの約-r,数はI:地なしに近い状態に招かれており、大多数の人々にとり哀Hの'l'ifil;I.苫しい。

♦ れ叉

1985 年以前の l•l勢瀾介では女nは労箇）J 人llの4~!0'kを占めるにすぎなかった。しかし、 1989年の潟介で

は女れが労慟））人ll に占める割合は41.4¼に大幅に増加した。これは、 [ri]年の調介から経済泊動の概念が拡

人され、 fl!起こし、水撤さ、 Ill植え、防1,1:、収穫、籾殻取り、関芸、れ品加T・IU(といった女竹がり！って

いる碑．りが集計の対象に/Jaわったことによる。このことから明らかなように、女性はIll畑での作菜に参加し

ないとの・・般的な認減とは異なり、女代が農知I洸および戻晃関連発菜に果たす役Mは大きい。女性は、家

族の1fr{j地で、またn金労！的名・として乳作棠に参加しているが、その70%は紐給家族従累者である (Allef

Ali, 1997)。女l'f.rJ>/;姜晃参加は所打地面積が0.05-0.99エーカーの小小規1如農家や:J・.地なし培ほど顕名であ

り'f財］・地がl.5.Lーカーを超えると激減する仰向がある (AHelAli, 1997)。また、労i.wm紺介では女n.
はリ）ヤトより,~ く的いていることがIJIJらかになっている。哀来'I,発に関する．む．ぷ決定への女代の参加について

は、女l'1も・ Iぶこざ志決定に参加しているもののLIT術のj・・地1fr1i愴if/!が大きくなるほど女性のr.llりは少なく

なる。 (World Bank, 1990)。

i•. に姐'fがjl!;りしているのは、籾妓取り、乾骰、野菜・果物・呑や料杖培、加I'.、俣イf、家f:it1.;J(f笥；の諸沿

動である。また｀「l給）IJの哀采1,mも女代が担っており、家族のittせ雑保および他駁1こ呆たす役割は大さい。

近年、農又だけでは充分な収入を得ることができない.t-.地ないけを中心にリ）付が近隣の都iiiへの移住労慟を

選ぶケースが培えており、粘果として農t、1部における女牡lit骨t家庭が増加している。このことは女性が哀

棠lj消fに果たす役割が1¥1していることをも．も味している。

● I. 地所 -{f権

イスラムiJぶよれば、女は火が亡くなった閲合、 r供がいる場合にはUtff:の1/8、J・供がいない場合には1/4

をtll絞するが、 Kが亡くなった楊合には人は女のtll紐分の2位、つまり f供がいる楊合には財庁の1/4.ぃ

ない場合には,nを朴1紐することとされている。このように男女でti!社分に弟があることの理111として沈学

者は、 1)りtlは.kや家族を必う義務があるが女ftにはそのような義務はないこと、 2)女t'fl;lf-供たちか

らの1応設を受けることができることを裕げているc しかしながら現実には、 itITT守のために女竹は非減字で

あることが多く、 il、f卜の知ふもないため、女ttがイiするI:地柑紐権はMl:されていないことが多い。結果と

して、女性の f:地へのコン l・nールは非常に限られている。

10 



♦既叉杵及 ii
t訊杓及 iitl• 、女!'Iは 404 名のみであり、 'JJttl\及 ll は女nに対する杵及はおこなわない。加えて i\'&il (/) 
多くは似Iiの出身名であるため｀交通の使の悪いfiH に lit柘的には 1111••) きたがらない。そのため、多くの女
l'IIHl 沈;'\'及沿動の，\~.!Ji. を令く受けていない。さらに、［おし、 I対芸、家畜餡(f~-,の技化に関する訓~やi¥及
)jiJ, についても 1分な知；盈を持っていないことが多いため、 n中！女れのIf紅 n1;,JI:にはほとんどa氏［してい

ないのが現状である。家f.iや漁文についても/';-及itIJ{i {fするが、女代は—一般的に/\及対象とされていない

うえに会り｝となるウパジラ（郡） 'F務1汁へのm性が怜',I;:となり女t'Iの参加は非常に困雅である。また、林又

に関しては女f卜はIP文の対象となっていない。

♦小規校故・Ii へのアクセ入

如Lは,~ らく tiJI文金腺へのアクセスをmざされていたが、制度金除に代わり、近年グラミン銀iiに代Kされ

るNGOが女竹グループに対する小規校既hをl広大してきている。小規投丹炉hの・J,捻状況にl,Jする iE確なt.rn
は{{(1:しないが、その利Illt. 数は200Jj人ともはわれている。これらの小規校甘食；れは、 l:地令の/I!{店を必要

とせずに女件に峨Rをおこない版：hを受けた女竹たちは男性よりも際だって硲い返済r,を記Hした。このよ

うにこれまで返済能力がないと思われていた女社への小規校版却こ辺を l~lいたという点でパングラ・アシュの

H験は現{,:、他の多くの1<1のモデルとなっている。女tlti、flい）たお令で家≪iを構入したり n'i畑を作ったり

しており、 1-. 地の貼人に成功した紐い．まれているー・1iで、｛廿りたお知の使い道を決めるのは火であるこ

とが多いとの投:';-もある。

●朴叉

呆文、燃料、~-材、飼い菜等の林発莉源はパングラデシュの'l・話に軍安な役，1il を果たしており、 H沿内の林
は家庭燃村の9octの倶稔源となっている (Bangladesh,Government of, 1995)。柱を集めるのはバングラデシ

ュでは女t'l(l>ft'J[であり、伝枝的に女竹は 1i\ 木の Iii・話やl~.ltに携わってきた。非常にit しい女ヤtのなかには

薪を出って'I囁1を1i:てているものもいる。しかしながら，移動の1'1111が利阪されていること吟のために、家

からt,i(れた均1liでの!Mtはリmがおこなっており、 1¥,jjfのとおり、女代は林来It枚．の対象とされていない。

♦ ,t.:;T: :t.l 
漁幻よIU心に近い池を •I•,心にしておこなわれているが、漁獲の607,U「1給IllI こ iM~ されており、批及的に漁

及を1ふんでいるものIJ多くない。池の1fr{ilわが1引帷でないことが多く、漁文1わががりfi:であることがそのi:

砂!ill となっている。女性は一•般的に網の I釦理や魚の加］・・しこ携わっているが、近年、リmの移II,労約がl符加

するにつれ｀以前よりも女nが漁又に参加するようになっている。いくつかの楊1/iでは、魚の販売にも女l't
はjfわっている。

!4 
••V 
ー

kfJ 

iじ
＇屠‘・仄

水“~ 
業
従

•— ,~ 入

の
入

ー
お

よ
び
労

約
h 
人

ー

●] 

i 
•9 め

る
ー'1” ＂^ 

199-

。
ー， 

）れ：ゥ'-
ほい――ー

し“―る一4)-． ｛ 
Ii-3 ， 

I.従.. "水'-"'佐烹 '"'王三戸｝」人""
割合 占めるかl合

31.5 68.5 29.8 55.8 
- -- . -------
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1< 3 r, 梨りi俯への女ヤtの参加
• --·-····--ー・—•

｛足•J;:

... - . ・-・・- .. 一

ti叉
llllffi起こし／給水/IIもえHit
J.M. 
れ1t.
脱穀/il浄
籾投取り／乾骰／炊況

"来/nrtrn.培
加1:/IU{
牧畜

家兒糾ff
他のf!f~兄

,—--

/Ii典： B,nghdtsh, Gownmenl of, 1995 
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2 --4 経i斉沿動

I) H済的必災11ーに追られて、女代の労!!HJ参加•tiは 1960年代以科の約20年間に 3f合に l杓加し、その

後も増加を社けている

2) 姐tのMIii労倒IH:1/JOしているものの、教ffレベルの低さ怜から・未熟純労伶に従・'jtしているもの

がはとんどであり、不安定な条f1で低let金労約に従事させられている

3) fli杞菜では釦ふ飲料水、たばこ等のいくつかの分野に女11.のrtJilが集小している

♦棋況

製迅又セクターがパングラテシュ紆済1こ占めるかl合は低く、少数の大規1灼t:場を'*いては、はとんどが小規

校‘ぷ細t:楊である。これらの小規校Ci準u:楊の多くは謀叉lj済物の加Tlこ携わってきたが、近年、縫製T場

のような新分野の製造兄が1広がりつつあり、 1985-1995年には製造染は年平均8.6'k で成!~した。政f/flよれ染

li3j'のI応大が見込めないためにLt・製迅沼分野の1月兌に期持しているが、仏然、 GDPに占める製；も菜！じt:
は約10'7<(1992-93年）柑度である (ESCAP,1995)。

♦労俯参加

1960年代から (1)約2olFollに女性の労例））参加人[Iは3倍1こ附加し、女n_u仝労俯）Jの9,}を占めるようにな

っている (WorldBank, 1996) 。 1989年の調介によれば男女別労拗）J参加'f' は男!'lS0.9¼に対し女ヤt6L5¼で

ある。 ,,,m地8!JIこ労俯））参加5年をみると｀男t'tでは都,tir.6 (727%) と農 !JP,£(82.5•k) の芹が10 ポイント

mtの近いにとどまっているのに対し、女ヤLでは哀H&f.67-3¼に対し都 ,Ii部では28.9¼と2倍以Lの間きが

あり、 trn 女↑1がi,~ 発に労約に参加していることがわかる (ESCAP,1995)。

♦ MIii労約

liOII労俯に従 •J; している女竹の21.6'kiJ:製迅叉祁f")に従Hしている (ESCAP, 1995)。製造来のなかでは紅

品、飲H水、たはこ―r楊1こ女社が集巾しており、これらの製造現場の85¼は女性労豹行であるほか、/(計、

皮.y,:製品の分野でも労例者の32%を女性が占めている（前1ふ［｝）。製造菜の他の分野では女付のIt玲c!J:20%

以卜である。近憐諸[i]と森だった違いを見せているのが販りし従1甘tの男女Itである。女nがこの分翌1の大部

分を古める近隣のアジアitmと沢なり、パングラデシュでは女!'fは全(,t;の4'k弱を楳成するにすぎない（前

掲m 。労的者を1召Ill形態別にみると、 'J)!1でIHI営没者が多くを占めているのに対し、女ヤUJ:大部分が無

給の家族従菜者であり、 it金労拗者は男性労拗人[1 の37¼を占めるのに対し、女代では7.3叫こすぎない

(ESCAP, 1995)。また、公務員の15%を女性とするようクオータ糾が祁入されているが、依然、女性は5%

にすぎず、竹莉殿レベルにあるものは非常に少数である (UNCEDAW, 1993)。

農jj;水杖業以外の労慟におけるリ）女間の1'(金格みは23.16-31.58タカであり女nの1'(令はリ）n. の50-60%で

ある (ESCAP, 1995)。このようにり）女間に大きなn金格差がlj,_まれる1y-;えには、 1)教f,. 訓棟機会が乏

しいことに起[);jする技約・能JJ-1;足、 2) 女ヤLの労例に対する喬要の低さ、 3)女1生の労約の倶給過刹.4) 

如化の交渉｝）の低さ等が>j'sげられている。女代は依然、移動のflillが制版されているため、祈技術の獲得等

の棧会を得ることも困難であり、木共綽労例に従'Jiせざるを得ない。また、 II屈い^ かのイ；安定なMHl形態が

多くなっているのも女竹労慟者の杓徴である。託児1jfj芯のII会サー・ピスは4繁飩であるため、子供を預けて

化Fをできる女代は非常に限られており、家Jiゃff児をこなしながら{):'Jiを粒けなければいけない。

13 



♦ イン 7 ォ•· マル・セククー

切II 数が限られているため、多くのjttfj 女性が (J営笠のインフォ•· マル・セクターに吸収されているが、火

態を1りらかにするテータ IH{(f.しない。農tti¥£では女代の40'kが何らかの小規校 n営兄に携わっているとも

註われている (WorldBank, 1990)。女竹は、家庭での食品l;ur.t・}の小規校,,挽、和,,婦、家lJ(f(かい、沿

t，り人、辻没11晃cf!j;い分、様々な駄粍に従＇］！している。

./d 労飢指棟
-- -―- --------- ---- ----・ 一

女竹 刃忙指 楼
ー----ー--- --- - ----——• ----
労勘）JAllの男女比：l'(I"! 札水光烹桧く） （％） 15.0 85.0 

―▼―・--・- ----

公務HのリJ女lt'tl('l) 6.0 94.0 
―—ター―__,_____ -- - ・- - --
失沼{¥('k) 1.9 2.0 

週300夕カを超えるit全労酌行の割合（％） 19.0 61.7 

札術i:のtt~!Jでみた平均J] 収（タカ） 1.892 1,909 

世怜主の竹g1Jでみたttm世侑割合 ('kl 32.6 27.7 

紐袷家朕従文者のリ）女Jt•I'('k) 74.4 25.6 

---一--―- -
出典： ESCAP, 1995 (IUS$=40.5タカ. 1996年）

l< 2 分星伐IJGDP構成Jt玲,(1992/93年）

--- - -

/1\ 殷~: ESCAP, I 995 

表3 駿積別雇Ill人い男女Jt

駁種 女竹 加 I仝体

wr, 狐・技術駁 23.1 

行理巖 5.1 

＃務駁 7.6 

販光 3.6 

サーービス業 46.4 

製造・；l'l,ii 14.5 

＇ 

ヽ

出典： ESCAP, 1995 

全国

表4 MIi浅粉I]労拗}J参加'f(1989年、％）

I I 
都,Ii 農H

リ）忙

80.9 

女忙

61.5 

男性

72.7 

女性

28.9 

男竹

82.S 

女性

67.3 

出典： ESCAP, 1995 

表5 屈It地・性~IJ. 印 II形態け!J労慟者割合 （％） 

仝同 都，h 農It
. . 

全体 女竹 男性 仝体 女竹 男竹 全体 女怜 9Jlt 

全労働名- 100.0 100.0 IOO.O 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 

n貨 29.6 10.2 43.3 33.8 II.I 41.8 29.0 !¥).I 4:¥.5 

無給家族従免者 45.7 82.5 19.8 22.7 58.8 10.0 48.6 84.9 21.3 

彼駆Ill者 9.6 4.5 n.1 35.0 26.4 JS.I 6.3 2.9 9.0 

llllい 15.1 2.8 23.8 8.) 3.7 to.I 16.1 2.8 26.2 

出典： ESCAP, 1995 
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/< 6 紐製L場におnるJll:1¥光｛料lj男女間1¥令11¥l.':

出典： 8,nsllde叫 Govern瞑 nlof, 1995 (I US ドル ~40.5 クカ, 1996年）
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3 WID/ジェンダ・i 関連援助実績
-- ---_,__ ---- . 

-- -~---—-----—-- • •. -—. - -
:;Inジェクト／ブUグラム 実抱機関 援財機関 期間

予算・
ジェンダ三ーに関する事項

(US$) 

9濯
·--~ 

女子中等教育呉学金ブnジェク NORAD 5.SSS.oll 
卜

学校支援ブロジェクト 世餞 67.117,16( 

,, ... 医塵 .~ ~ ． ~ ~ ~; 

ブライマリー・ヘルスケ7/食 UNICEF 1988~ 缶観に対する保健・栄費知識の提侠
糧・栄費ブロジェクト 1993 

予肪i良壇／疾病予防ブログラム UNICEF 1988- 1990年までに2;/J月以下の乳児及び
1993 15~45戴の女性の85%に対して予

防接11を実應

予防接種 SIDN 1986~ 1歳以下の幼児及び出産可能年齢1こ
UNICEF 1993 ある女性に対する予防接糧

下痢症対策 UNICEF 1988~ 下痢の際の遺切な栄養惰給に関する
1993 知識の提供

月経調節/~lj樟支援プロジェク SIDA 1990~ 月経調舵のための訓練
卜 1994 

女性の値類向上プnグラム UN;c(F 1991~ 女性と子供の撻康と栄費状況の改善
1994 ／思奏期の女性に対する妊娠出産関

連知識の提供

看護敦自支援 WHO 1988~ 看護敦育を通じた誓護婦の能力向上
1993 ／看護サーピスの向上

看護鳩~•I練センター設置 UNCDF 1989~ 8地区における看護婦訓練センター
1994 の建設によるブライマリー・ヘルス

ケアの向上

家族計画／母子保位プロジェク WHO 1988- 妊茎婦及び乳児死亡宰低下を目的と
卜 1993 する母子保健サービスの改苔

月経訊節プロジェクト USAIO 1990~ 月経綱約拒否宰の低下を目的とする
1992 調査支援

コミュニティー・ヘルスケ了・ 恥 IS 1989~ 女性支援／プライマリー・ヘルスケ
ブロジェクト 1992 7の向J:

人口／家族保鯰ブロジェクト DGIS 1986~ 第3次5カ年計吾における出生数及
1992 び乳児死亡宰の滋少

WUSC -ICDDRB CIDA 1988~ ICDDRB支援における母子保健支援
（第 2フェーズ） 1991 

人口／保健ブロジェクト CIOA 1991~ 妊産婦及び乳児の死亡宰・罹患:t;(l)
（第 4フェーズ） 1992 低下

産n研修センター SIDA 1991~ リブロダクティプ・ヘルスケ7の改
(Mohammadpur) 1994 讐により妊産婦死亡宰のほ下を支援

母子保健改召ブログラム SIDA 1991~ 妊産婦死亡率の低下及びリブロダク
1994 テイプ・ヘルスケアの改善支援

家族保貨支援ブログラム UNFPA 1990~ 人口増加宰の低下及び妊産婦・幼児
1992 死亡宰・罹病宰の減少を通じた生活

向J:.支援

妊産婦・幼児センタ--の強化 UNFPA 1991- 妊産婦・幼児のケア及び家族計画サ
(14施設/Rajahahal) 1995 ーピスの釈合化

人ロプログラム GFR 1987- 人口増加宰及び乳児死亡率の渥少／
（第 3フェーズ） 1991 女性と子供の栄費状況の改善

田子保健ブロジェクト DANIDA 1990~ 母子保健施設の設置
1991 

保健セクター支援 英国ODA 1991- 保健セクター諸分野への支援
1992 
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—• → —··--· ~--,-'---- • —----—,~-. —ゞ――←—----. ―-・ 一・ ← ----・----" --, -—'--~---- ---・-----

ゾnジェクト／ブnグラム 実粍機関 援貼機関 期間
予算・

ジェンダーに関する事項
(US1) 

｀ 
--~.,~呵ー—•

農杜水裏良 L......-----~ 一—ニ -[・・・ ・-・ エ~-←

農ll女性自立支援ブnジェクト WAD 農tiのU困女性への~11練と 1!1資の提
供

農ll女性のための雇用倉1出ブロ WAD 農Ifの貧困女けに対する雇用機会創

ジェクト 出/fj政檀関内における女性の雇用

支頃システムの制度化

貧囚女性と子供への地填サービ WAD wrP 200のNGOを通じた1Jーダーシッブ

ス 11,1諫．融資尊

土地なし女性支援ブログラム WAD EC 家畜飼育m,1樟、融資提供、自営支援

女性のための家畜飼肖馴練セン WAD パングラデ 家畜訪育m,1樟／資金の提供濤による

ター シュ政府 農村の貧困女性の収入向上

人口/!Iii業 ~11練プロジェクト WAD パングラテ 収入創出のためのは菓訓練提供／家

シコ致府 族ttl!iについての情輻提供

農村での雇用のための技術提供 IVAD ILO 20村沼の社会的に不fりな立頃にある

女性への収入創出／雇用のための桟

術提供

女性のための農業馴諫への技術 WAD OiSCA 女性に対する農棄｀家貪飼育費魚

的支援 Japan 、家21:1営に関する墨礎的な知識や

伎能の提供

.・.. • ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ， ~ ~ 

働く女性の子供のためのァイケ WAD DAN•DA 働く貧困女性の子供のためのケア

7・センター （訳児、予防接種、就学前教育、食

事等の提供）

所得書1出活動支援／法的支援統 WAD パングラデ 失菓女性に対する雇用情輯の提供／

合ブログラム シュ仕府 困g女性に対する法的支援／貧困女

性のための図品llli路拡大支援

子m"" I ~ ~ 

.. ・¥ ....... 
名

い`,・...ぇ

女性支援センター WAD シェルター、医療．法的支援の提供

および菓訓練及び復興墓金による

女性に対する支援

WIDに閲する情柑竪備／啓蒙 WAD UNICEF 女性に対するWID惰穀の捐供／女性

の権利・地位・可能性に関する啓蒙

女性／母子関連政策立案能力の WAD DANIDA 脇員の計酉能力の強化

強化

1U$=40.STaka (1996年1月現在）
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4 情報入手可能組織／人材リスト

名称／氏

政~t 機関 IDuw"''" c,f Worn 

. - -
NGO Js, 匹面飼S四

'1sR0fcya Rふm.,o

~ 

"'"""、,m,,・、'"'
UBINIO, 
IヽSf;uiJ., Alhl.v. 

(WID) 

ー ・・←-- -- -

（胄門）

Aff1ir$ t OW,.¥) 

•一
|『Y-MPa.riヽ:1.J,
'..1tx·,.:r~WID), 

1e ... '1.Jl 1 ¥'C Oir,•,._·\o.)£ 

芥サルタ似謬~:•mぐぐoMo,sh恥d.

E"ヽ、"""Di,wor 

研究機関 IB,,ogl、,J,ヽ'"'ヽ"'""
StoJ"s 

---
c,f D.:、,t:1'..,rom,'01 

- --・ —. -—----
実績

（ブロジェクト内ff/

閉問.tl会ジェンダー

分析の駐験笥）

1980~95年に女廿支援

のための20プロジェクト

（女性のための訓練セン

ター／啓麟，舌動／情報サ

ーピスの強化等）を賓純

女けと関発のためのプ0

ジェクト

WIDに関する●nゃIll査報

告書

WIDに関するコンサルタン

卜翰も書

WlOに関する書＂や報告●

18 

.• 

帽告書 達絡先

／薯作等

,_ , 

OWA年次報告 l¥k ..ic,n rぶ¥J,Dh,,J..3 ． 
年次帽告書 B/1 ru「匹籾LヽnLin.::, Oh.11<.cl• 1000, 

ltl'fa, 8.l75t}I 

年次輯告● Y3 B,u-; ふ訳 Moh:lffim.ld印rR唸 R⑳ d, 
Oh:tk.1 • 1207 

報告書 83. L'.!.t≪awり・Rt.. 1d, New Ekpl曲 IRt,3<.J 
Db:,ka・1207 

年次111告書．調 17/E Ag匹g_J.<.•n Si:<.-ond C'ar虹JD屈 3

董報も書．雑訪
L_  --~ ~ 



5 関連文献リスト
—ー・心 —·---· ―--

I I覧研I
- --• ----~-—<-<·- ---―-

文献名 ●着 入手先

----ャ... .. . 
ぬhぃIH1Jd.1 -- 1982 BIDS -- -

Sutu¥ (>f Wcim(rt i.n Birigl汰 <,h
Cltow曲 ll')'ぷd
NtMM Rait¥.'ll"o 

＾血～

8d1)¥い比和,crtyLinc Hi,;nat A因ollt)・t 
_, . . . -~—• 一-—←―

1996 Toe Unh・crsity Press L伝山心

Tb,:f』fl)'Pl心 nt.¥¥'i'lcneci in D.:\d~,pmrni .mJ .r¥ヽlie)'inBIDel3dcsb Salm, Ktun 1988 Toe Uni-."ef¥1cy Prtss Limiic-J 

P血 ningand和 blicAchoo for A.¥iln W⑮ 0 Rebman S吐 IWl The UctHr'!iit)·f>r<~s L血 i!t:d

● ●  ...  
—. ．．” " ー：

. :'.'. -
~ ~ ~ 

8ヽngll<k'sbSU':.teg~i f心 E袖 .1ncin£ 血 Roleof Women in &ooomic 応 WorklB地 Iゆ The World BJ.nk 

〇じ¥'el叩meni PublicぷJoo

Women's ¥loca. 駅叫T国 nlng('enter McCu恥 uth.恥 DC 1986 

Su";"cal Ye¥ に~- 釦 g凶 shSoreauof IW5 BBS 

Sutistics 

Educatio叫 Suli~lics BANBEIS 1991 BBS 

保饒・厩●．． ． 
-- 一 ....... •·. •:•. ふー'. :><.:・... ~. .... ・ 

Women叫ぃ、・d(lpmeot Women for Women 1総 WomenfocW畑 en

的~h<atioo

. -. : ,.-._ '―. -_・--, ・-, . .-.. -・・:-,,; '-- -・.--, :-,,.-''・.-.. "・'_ . .---:-..-,-'-'. —: '—-.-_,'·.-.,•. --_・_ : _-.~'',:·、-. ふ'•-·{'.-,,, .:=： . ・・,'. ・::-_:, -_-;、'：-;.— 芦.'-,:'. , .. .~· 
A炉cuhvreSe心tNRCヽi,:w S>fi恥,.F"'h吋••Id. 1989 UN DPJ¥JN IFEM 

C and S Mahmud 

The Rt;k of W0m~n in F池 eriesin Bwgl叫..:sh F正 l.l8.lllu Lily 1986 World Bink 

Task fo≪・, R,p.,n T逗 lcr≪mem恥＂ 1991 The llniヽ・ersityPrじss.L畑 ittd

uAC :,,oーンダー分fi .: し', . -_. :"-・:: ·,• ―:―, ・: -:-':'-, :・ ——: : ・・-,・・=: ・:: _, ―. .-・---・, ,- 、:.• .. ·····.•····· .. -.''. 

応 Positionor Women in B紐 也dotsh 邸 yaJNe出ala叫s I跳 Royal Ne此 " 叫,Emlwヽsy
Em匹 y

¥¥'om心四ぃ、elopmentm恥nglldesh:Chilkogci and Ow,.munitks 応 un吋,.,涵 1989 Fv<Jfou叫 ation,D叫 a
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